
■

は
じ
め
に

本
論
は
、
大
学
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
養
成
に
関
す
る
近
年
の

動
向
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
と
の
関
連
で
名
古
屋
大
学

大
学
院
高
等
教
育
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
分
野
に
お
け
る
教
育
の
現
状
と
課

題
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

少
子
化
に
よ
る
十
八
歳
人
口
の
減
少
や
そ
れ
に
伴
う
学
生
確
保
の

困
難
、
さ
ら
に
国
の
補
助
金
等
の
削
減
等
、
近
年
の
大
学
経
営
を
め

ぐ
る
環
境
は
年
々
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
各
大
学
と
も

経
営
を
維
持
す
る
た
め
に
懸
命
に
努
力
を
続
け
て
い
る
。
そ
れ
に
伴

っ
て
大
学
経
営
を
さ
ま
ざ
ま
な
部
署
・
形
態
で
担
う
職
員
の
役
割
が

大
き
く
な
っ
て
お
り
、
そ
の
リ
ク
ル
ー
ト
や
養
成
の
あ
り
方
も
、
各

大
学
に
と
っ
て
は
死
活
的
に
重
要
な
問
題
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
近
年
で
は
、
大
学
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ

ー
タ
ー
養
成
を
目
的
に
掲
げ
る
大
学
院
や
、
関
連
す
る
内
容
の
教
育

を
行
う
大
学
院
な
ど
を
設
置
す
る
動
き
が
、
い
く
つ
か
の
大
学
で
見

ら
れ
る
。
と
は
い
え
、
こ
の
大
学
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
養
成
と

い
う
テ
ー
マ
は
、
高
等
教
育
研
究
の
テ
ー
マ
と
し
て
は
ま
だ
新
し
い

も
の
で
あ
り
、
先
行
研
究
も
必
ず
し
も
十
分
と
は
い
え
な
い
状
況
に

特
集
・
大
学
教
育
改
革
の
現
在
と
未
来

大
学
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
養
成
大
学
院
の
現
状
と
課
題

名
古
屋
大
学
大
学
院
高
等
教
育
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
分
野
を
中
心
に名

古
屋
大
学
高
等
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

夏
目

達
也

大学と教育 No．４４ ０６―１２
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あ
る
。

こ
の
点
を
ふ
ま
え
て
、
本
論
で
は
、
い
く
つ
か
の
関
連
す
る
大
学

院
の
コ
ー
ス
の
概
要
を
把
握
す
る
こ
と
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
名
古

屋
大
学
大
学
院
高
等
教
育
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
分
野
を
取
り
上
げ
、
そ
の

概
要
と
若
干
の
特
徴
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。

■

大
学
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
養
成
大
学
院
設
置
の
背
景

大
学
職
員
の

能
力
開
発
を

め
ぐ
る
動
き

現
在
、
多
く
の
大
学
で
は
、
厳
し
い
大
学
経
営
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
上
記

の
よ
う
に
、
十
八
歳
人
口
が
縮
小
し
て
い
る
と
い

う
事
情
が
あ
る
。
こ
こ
二
十
年
間
の
推
移
を
見
る

と
、
ピ
ー
ク
時
の
一
九
九
二
年
の
二
百
五
万
人
か
ら
二
〇
〇
五
年
に

は
百
三
十
七
万
人
へ
と
、
わ
ず
か
十
五
年
で
三
割
以
上
も
の
減
少
に

な
っ
て
お
り
、
ど
の
大
学
も
定
員
分
の
学
生
を
確
保
す
る
こ
と
に
苦

慮
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
毎
年
大
学
の
新
設
や
学
部
増
設
な
ど
が

行
わ
れ
て
お
り
、
学
生
の
募
集
は
ま
す
ま
す
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

そ
の
こ
と
は
、
授
業
料
収
入
に
大
き
く
依
存
す
る
私
立
大
学
に
と
っ

て
影
響
が
大
き
い
と
は
い
え
、
私
学
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
え
ず
、

程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
ど
の
大
学
で
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
国
公

立
大
学
と
い
え
ど
も
安
閑
と
し
て
い
ら
れ
る
状
況
に
は
な
い
。

こ
の
事
態
を
乗
り
切
る
た
め
に
、
大
学
の
組
織
を
見
直
し
経
営
の

質
を
高
め
る
こ
と
、
教
員
や
職
員
の
能
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
、
こ

れ
ら
を
通
じ
て
大
学
の
機
能
と
魅
力
を
高
め
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら

れ
て
い
る
。
と
く
に
、
大
学
の
経
営
に
直
接
・
間
接
に
関
与
す
る
職

員
の
能
力
の
開
発
・
向
上
は
、
従
来
以
上
に
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

な
つ
め
・
た
つ
や
�
一
九
五
五
年
、
愛
知
県

生
ま
れ
�
主
な
論
文
に
夏
目
達
也
、
「
フ
ラ

ン
ス
に
お
け
る
大
学
教
員
職
へ
の
準
備
教
育

制
度
」『
名
古
屋
高
等
教
育
研
究
』、第
六
号
、

六
一
〜
七
六
頁
、
二
〇
〇
六
年
。
夏
目
達
也
、

「
職
業
教
育
に
お
け
る
学
校
の
役
割
と
そ
の
相
対
的
縮
小
」『
フ
ラ
ン
ス
教

育
学
会
紀
要
』
第
十
七
号
、
二
〇
〇
五
年
九
月
、
六
九
〜
七
九
頁
、
二
〇
〇

六
年
。
夏
目
達
也
、
「
フ
ラ
ン
ス
の
大
学
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」

日
本
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
学
会
『
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
研
究
年
報
』、
第
八

号
、
八
九
〜
一
〇
〇
頁
、
二
〇
〇
五
年
。
夏
目
達
也
、
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け

る
大
学
入
学
及
び
修
了
時
期
の
学
生
の
状
況
」『
大
学
の
秋
季
入
学
に
関
す

る
調
査
研
究
』、
二
〇
〇
三
年
、
一
五
七
〜
一
六
七
頁（
共
著
）。
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い
る
。

と
は
言
え
、
大
学
職
員
の
能
力
開
発
・
向
上
は
、
以
前
か
ら
多
様

な
形
で
取
り
組
ま
れ
て
き
て
お
り
、
多
く
の
機
会
や
手
段
は
用
意
さ

れ
て
き
た
。
国
立
大
学
の
場
合
、
各
大
学
が
行
う
研
修
の
ほ
か
に
、

文
科
省
、
国
立
大
学
学
校
財
務
経
営
セ
ン
タ
ー
、
学
生
支
援
機
構
、

国
立
大
学
協
会
な
ど
に
よ
る
研
修
が
あ
る
。
大
学
に
お
け
る
科
目
等

履
修
生
に
よ
る
単
位
履
修
や
語
学
学
校
で
の
研
修
な
ど
も
あ
る
。
さ

ら
に
、
筑
波
大
学
や
広
島
大
学
な
ど
は
、
大
学
職
員
を
対
象
に
多
様

な
研
修
機
会
を
提
供
し
て
い
る
（１）

。

私
立
大
学
の
場
合
、
私
立
大
学
連
盟
や
私
立
大
学
協
会
等
が
各
種

の
研
修
を
行
っ
て
い
る
。
私
大
連
盟
は
、
年
間
五
回
程
度
の
研
修
を

行
っ
て
お
り
、
と
く
に
夏
休
み
期
間
は
二
泊
三
日
で
行
う
な
ど
宿
泊

を
伴
う
集
中
的
な
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。
私
立
大
学
協
会
も
同
様

の
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
地
域
レ
ベ
ル
、
学
会
レ
ベ

ル
で
の
取
り
組
み
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
京

都
な
ど
が
、
加
盟
大
学
教
職
員
の
委
員
会
に
よ
る
職
員
共
同
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る
し
、
大
学
行
政
管
理
学
会
も
様
々
な
研

究
会
や
セ
ミ
ナ
ー
等
を
開
催
し
て
い
る（
清
水
二
〇
〇
六
年
、
福
島

二
〇
〇
六
年
）。

こ
の
よ
う
な
大
学
職
員
を
対
象
と
す
る
各
種
の
研
修
は
時
間
数
が

限
ら
れ
て
お
り
、
教
授
さ
れ
る
知
識
の
範
囲
や
量
に
も
お
の
ず
と
限

界
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
当
面
の
課
題
を
処
理
す
る
能
力
を
形
成
す

る
こ
と
は
で
き
て
も
、
大
学
経
営
に
関
す
る
長
期
的
な
課
題
を
明
確

に
し
た
り
、
そ
れ
を
適
切
に
対
処
す
る
能
力
の
獲
得
と
い
う
点
で
は

や
や
難
し
い
面
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
能
力
の
獲
得
の
場
と
し
て
、
一

定
期
間
の
在
学
を
通
じ
て
高
等
教
育
に
関
す
る
系
統
的
な
教
育
を
行

う
大
学
院
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

大
学
院
教
育
に
対
す
る
社
会
一
般
の
要
求
は
、
す
で
に
一
定
の
水

準
に
達
し
て
い
る
。
二
〇
〇
五
年
度
に
お
け
る
大
学
院
生
総
数
に
お

け
る
社
会
人
学
生
の
割
合
は
、
修
士
課
程
一
一
・
九
％
、
博
士
課
程

二
四
・
八
％（
文
部
科
学
省
二
〇
〇
六
年
、
八
七
）。
つ
ま
り
、
修
士

課
程
・
博
士
課
程
と
も
、
社
会
人
学
生
は
無
視
し
得
な
い
存
在
と
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
逆
に
社
会
人
の
側
か
ら
み
て
も
、
大
学
院
は

決
し
て
遠
い
存
在
で
は
な
く
、
む
し
ろ
身
近
な
教
育
機
関
と
な
っ
て

い
る
。

大
学
職
員
の

能
力
開
発
に
関
す
る

意
欲
の
高
ま
り

職
員
の
能
力
を
い
か
に
開
発
・
向
上
さ
せ

る
か
と
い
う
大
学
経
営
側
の
意
欲
ば
か
り

で
な
く
、
大
学
職
員
の
間
で
も
み
ず
か
ら

の
能
力
を
高
め
る
こ
と
に
つ
い
て
意
欲
が

高
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
も
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
養
成
大
学

院
の
設
置
の
背
景
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

大
学
行
政
管
理
学
会
に
よ
る
会
員
対
象
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
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果
を
み
て
み
よ
う（
大
学
行
政
管
理
学
会
、
二
〇
〇
三
年
）。
ア
ン
ケ

ー
ト
は
二
〇
〇
三
年
八
月
に
約
三
百
四
十
名
の
学
会
員
を
対
象
に
行

わ
れ
た
。
対
象
が
学
会
員
と
い
う
か
な
り
意
識
の
高
い
人
を
対
象
に

し
て
い
る
た
め
、単
純
に
一
般
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
も
、

一
つ
の
参
考
資
料
に
は
な
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
全
体
の

傾
向
と
し
て
、
以
下
の
点
が
指
摘
で
き
る
。

第
一
に
、
大
学
職
員
と
し
て
の
高
い
自
覚
と
誇
り
を
も
つ
人
が
多

い
こ
と
で
あ
る
。
「
大
学
職
員
と
し
て
働
く
こ
と
の
意
義
を
感
じ
ま

す
か
」（
九
二
・
七
％
。
数
字
は
「
そ
う
思
う
」
と
回
答
し
た
人
の
割

合
。
以
下
同
じ
）、
「
大
学
で
働
い
て
い
て
よ
か
っ
た
と
感
じ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
」（
九
八
・
三
％
）、
「
働
い
て
い
る
今
の
大
学
が

好
き
で
す
か
」（
八
九
・
二
％
）の
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
大
学

と
い
う
職
場
で
働
く
こ
と
を
積
極
的
に
捉
え
て
い
る
。
そ
の
こ
と
が

職
務
の
改
善
へ
の
強
い
意
欲
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で

き
る
。「
日
常
業
務
を
積
極
的
に
改
革
す
る
努
力
を
し
て
い
ま
す
か
」

（
八
七
・
一
％
）、
「
大
学
の
組
織
を
改
善
し
た
い
と
考
え
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
」（
九
六
・
八
％
）な
ど
の
問
い
に
対
す
る
肯
定
的
な

回
答
は
い
ず
れ
も
き
わ
め
て
高
い
。

第
二
に
、
職
務
を
遂
行
す
る
上
で
、
職
員
が
専
門
性
を
も
つ
必
要

性
を
感
じ
て
い
る
人
が
多
い
。
「
大
学
職
員
に
専
門
性
が
必
要
と
思

い
ま
す
か
」（
九
四
・
四
％
）、
「
担
当
し
て
い
る
業
務
は
専
門
性
を

必
要
と
す
る
も
の
で
す
か
」（
七
〇
・
八
％
）に
対
す
る
肯
定
的
な
回

答
の
割
合
も
高
い
。
大
学
職
員
の
職
務
が
複
雑
化
・
高
度
化
し
て
お

り
、
専
門
性
を
も
た
な
い
と
適
切
な
職
務
の
遂
行
が
今
後
難
し
く
な

る
こ
と
を
、
多
く
の
人
が
意
識
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
の
こ
と
も
、
大
学
職
員
と
し
て
の
自
覚
の
高
さ
と
密
接
に
関
係
し

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
三
に
、
職
場
で
自
分
の
能
力
を
発
揮
す
る
機
会
や
そ
の
た
め
の

場
が
不
十
分
と
い
う
人
、
職
場
で
の
処
遇
に
不
満
を
感
じ
る
人
が
多

い
。「
自
分
の
能
力
は
フ
ル
に
活
用
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
」（
三

八
・
八
％
）、
「
人
事
政
策
や
職
員
育
成
政
策
に
大
学
の
意
思
を
感

じ
ま
す
か
」（
三
〇
・
二
％
）は
、
い
ず
れ
も
低
い
数
値
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。

第
四
に
、
大
半
の
人
が
、
能
力
開
発
の
た
め
の
研
修
が
必
要
と
感

じ
て
い
る
。
大
学
職
員
と
し
て
職
務
に
専
門
性
が
必
要
と
強
く
感
じ

る
一
方
、
自
分
自
身
の
専
門
性
に
つ
い
て
は
不
十
分
と
感
じ
て
い
る

人
が
多
い
こ
と
が
背
景
に
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
多
様
な
研
修
の
機
会

は
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
大
学
が
行
う
研
修
に
対
す
る
評
価
は
概
し

て
低
い
水
準
に
あ
る
。
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
に
役
立
つ
指
導
を
希
望
し

て
は
い
る
も
の
の
、
大
学
が
能
力
開
発
を
実
施
す
べ
き
と
考
え
て
い

る
人
は
少
な
い
。外
郭
団
体
に
よ
る
研
修
を
高
く
評
価
し
て
い
た
り
、

自
分
自
身
で
能
力
向
上
に
努
め
る
べ
き
と
考
え
た
り
、
自
ら
の
専
門
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表１：大学職員の職務に関する意識調査

〈注〉 質問文の後の数字は「そう思う」と回答した人の割合。
【資料】大学行政管理学会のホームページ
（http：／／www．ne．jp／asahi／juam／office／org／３DAIGAKUSHOKUIN_kenkyu．htm）に掲載
されているデータをもとに一部を改変した。

○大学職員の専門性

・大学職員に専門性が必要と思いますか？ ９４．４％

・担当している業務は専門性を必要とするものですか？ ７０．８％

・あなた自身に専門性があると感じていますか？ ５７．０％

・経験を積むことが専門性を高めることと思いますか？ ６５．２％

・日常業務を積極的に改革する努力をしていますか？ ８７．１％

・大学の組織を改善したいと考えたことがありますか ９６．８％

・自分の能力はフルに活用されていると思いますか？ ３８．８％

○ 大学における処遇・人事政策

・自分の能力はフルに活用されていると思いますか？ ３８．８％

・人事政策や職員育成政策に大学の意思を感じますか？ ３０．２％

○ 研修に対する要求の高さ

・スキルアップのために研修が必要と思いますか？ ９５．６％

・大学で行っている研修等は今後も必要と思いますか？ ７６．２％

・大学で行われている研修会等はマンネリ化していると思いますか？ ８０．４％

・大学での研修会は有益ですか？ ６２．０％

・外部団体で行っている研修会は有益と感じますか？ ８７．０％

○ 自分自身による能力開発・自己研修

・能力開発は大学が実施するものと思いますか？ ４３．０％

・能力向上は自分自身で行うものと思いますか？ ９４．１％

・自分のキャリアに役立つ指導をして欲しいと思いますか？ ７４．３％

・大学職員として専門性の向上に努めていますか？ ８５．４％

・自己研鑽を意識的に自ら行っていますか？ ８３．２％

・自己研鑽に対して職場の理解がありますか？ ６４．８％

・自分の能力育成について大学と相談したことがありますか？ １４．５％

○ 大学院に対する要求

・アドミニストレーター養成の大学院に入学したいと思っていますか？ ４４．８％

・部下や後輩に大学院にいってもらいたいと考えていますか？ ７２．９％

－３７－



性
を
高
め
る
た
め
の
努
力
を
行
っ
た
り
、
実
際
に
自
己
研
鑽
を
意
識

的
に
実
施
し
て
い
る
職
員
は
多
い
。

ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
養
成
の
大
学
院
に
関
し
て
は
、
自
分
自

身
が
入
学
し
た
い
と
い
う
人
は
四
割
強
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
も

の
の
、
部
下
や
後
輩
に
は
大
学
院
に
行
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て

い
る
人
は
多
い
。
「
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
養
成
の
大
学
院
に
入

学
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
か
」
に
対
す
る
肯
定
的
回
答
は
四
四
・

八
％
で
あ
り
、
「
部
下
や
後
輩
に
大
学
院
に
い
っ
て
も
ら
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
か
」
は
七
二
・
九
％
で
あ
る
。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
は
、
大
学
職
員
と
し
て
の
自
覚
と
誇

り
の
高
さ
と
同
時
に
、
自
分
自
身
の
専
門
性
の
水
準
や
大
学
の
処
遇

に
対
す
る
不
満
、
専
門
性
を
高
め
る
た
め
の
研
修
の
必
要
性
へ
の
自

覚
や
要
求
と
い
う
も
の
が
理
解
で
き
る
。

■

今
後
求
め
ら
れ
る
大
学
職
員
像
の
確
立

求
め
ら
れ
る

人
材
の
養
成

次
に
、今
後
求
め
ら
れ
る
大
学
職
員
像
に
つ
い
て
、

大
学
行
政
管
理
学
会
の
提
案
を
み
て
み
よ
う
。
同

学
会
は
、「
求
め
ら
れ
る
人
材
の
養
成
」と
し
て
、

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
職
員
と
高
度
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
あ
る
職

員
を
あ
げ
て
い
る
（２）

。

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
職
員
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
の
大
学
職

員
に
は
よ
り
高
い
専
門
性
と
能
力
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
、
従
来
の
よ

う
な
「
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
」
の
み
を
指
向
す
る
の
で
は
な
く
、
「
専

門
性
」
を
ひ
と
つ
の
大
き
な
軸
と
し
て
考
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

指
摘
し
て
い
る
。
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
職
員
と
し
て
必
要
と
さ
れ

る
能
力
と
し
て
、
①
問
題
解
決
・
政
策
立
案
能
力
、
②
情
報
収
集
、

調
査
、
分
析
能
力
、
③
広
い
視
野
と
創
造
性
、
先
見
性
、
④
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
能
力
、
⑤
高
い
専
門
性
や
マ
ー
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
マ
イ
ン
ド
を

あ
げ
る
。
こ
れ
ら
の
能
力
を
養
成
す
る
た
め
に
研
究
環
境
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
が
重
要
と
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
従
来
型
の
職
員
を
、
大
学
内
の
多
く
の
部
署
を
経
験
さ

せ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
多
様
な
職
務
を
満
遍
な
く
こ
な
せ
る
幅
広
い

能
力
を
保
持
す
る
職
員
と
と
ら
え
て
い
る
。
今
後
は
、
彼
ら
だ
け
で

は
な
く
、
特
定
の
職
務
で
高
い
専
門
性
を
獲
得
し
発
揮
で
き
る
職
員

が
あ
わ
せ
て
求
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

高
度
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
あ
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
専
門
性
の

高
ま
り
と
と
も
に
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
判
断
の
必
要
性
な
ど
も
加
わ
っ

て
、
こ
れ
か
ら
は
「
単
純
な
管
理
能
力
」
で
は
な
く
、
よ
り
高
い
「
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
」
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
予
測
す
る
。
そ

の
認
識
に
基
づ
い
て
、
「
経
験
年
数
の
増
加＝

能
力
・
ス
キ
ル
の
向

上＝

管
理
能
力
の
向
上
」
と
い
っ
た
認
識
で
は
な
く
、
組
織
・
業
務

－３８－



を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い
く
能
力
を
経
験
年
数
と
は
別
の
次
元
で
と

ら
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
指
摘
し
て
い
る
。「
単
純
な
管
理
能
力
」

と
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
」
が
ど
の
よ
う
に
異
な
る
か
は
必
ず
し
も

判
然
と
し
な
い
。
け
れ
ど
も
、
前
後
の
文
脈
か
ら
は
、
前
者
を
従
来

型
の
能
力
と
と
ら
え
、
た
ん
に
経
験
年
数
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ

り
経
験
的
に
自
然
に
得
ら
れ
る
も
の
と
と
ら
え
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
後
者
は
、
体
系
的
な
知
識
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
基

礎
に
し
つ
つ
、組
織
さ
れ
た
経
験
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
を
活
用
し
た
り
、

必
要
に
応
じ
て
補
っ
た
り
し
つ
つ
、
職
場
で
発
生
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

事
態
に
対
応
し
処
理
で
き
る
能
力
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ

う
な
知
識
・
ノ
ウ
ハ
ウ
は
か
な
り
高
度
な
も
の
で
あ
り
、
た
ん
に
通

常
の
職
場
で
の
経
験
で
は
な
く
、
職
場
を
離
れ
て
の
教
育
・
訓
練
を

通
じ
た
習
得
が
想
定
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
は
学
会
と
し
て
、
今
後
の
大
学
職
員
像
と
し
て
一
つ
の
見
解

を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
さ
し
あ
た
り
以
下
の
よ
う
な
疑
問
は
提

示
さ
れ
よ
う
。従
来
型
の
職
員
像
の
把
握
が
正
確
で
あ
る
か
ど
う
か
、

ま
た
今
後
求
め
ら
れ
る
職
員
像
と
し
て
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
職

員
と
高
度
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
あ
る
職
員
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
上

記
の
内
容
で
問
題
な
い
の
か
ど
う
か
、
彼
ら
以
外
に
求
め
ら
れ
る
職

員
像
は
な
い
の
か
、
こ
れ
ら
の
職
員
と
一
般
職
員
と
の
関
係
は
ど
の

よ
う
な
も
の
な
の
か
、
で
あ
る
。

大
学
職
員
養
成
の

大
学
院
に
お
け
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
案

大
学
行
政
管
理
学
会
の
提
案

上
記
の
よ
う
な
大
学
職
員
に
今
後

求
め
ら
れ
る
能
力
を
養
成
す
る
た

め
に
、
大
学
院
教
育
が
必
要
で
あ

る
と
し
て
、
そ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
骨
格
に
つ
い
て
も
、
大
学
行
政

管
理
学
会
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
は
提
起
し
て
い
る（
芦
沢
真

五
他
、
二
〇
〇
〇
年
）。
二
〇
〇
〇
年
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

専
門
科
目
・
基
礎
領
域
科
目
・
そ
の
他
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
特
徴
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
配
置
さ
れ
て
い
る
科
目
が
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
れ
は
上
記
の
よ
う
に
大
学
職
員
に
今
後
求
め
ら
れ
る
能
力

を
多
様
に
設
定
し
て
い
る
こ
と
と
対
応
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

高
度
な
能
力
を
要
求
さ
れ
る
大
学
職
員
と
し
て
、
最
低
限
習
得
し
て

お
く
べ
き
内
容
と
し
て
、
こ
の
程
度
の
科
目
は
必
要
と
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
。
コ
ア
科
目
、
専
門
科
目
、
基
礎
領
域
科
目
、
そ
の
他
の
科

目
と
い
う
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
性
格
の
異
な
る
科
目
群
を
設
け
て
い
る

こ
と
も
、
教
育
課
程
に
多
様
性
と
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る
も
の
と
い
え

る
。そ

の
一
方
で
、
教
育
の
目
的
・
目
標
と
科
目
の
種
類
・
内
容
と
の

整
合
性
は
図
れ
る
の
か
ど
う
か
、
こ
れ
ら
の
科
目
間
で
統
一
を
図
れ

る
の
か
等
の
疑
問
が
残
る
。
大
学
院
修
士
課
程
の
履
修
単
位
数
は
三
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十
単
位
で
あ
り
、
対
象
者
が
学
習
時
間
に
大
き
な
制
約
の
あ
る
大
学

職
員
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
履
修
で
き
る
科
目
は
お
の
ず
と

限
ら
れ
て
い
る
。
当
然
な
が
ら
科
目
を
選
択
し
て
履
修
す
る
こ
と
に

な
る
が
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
す
べ
き
か
な
ど
も
問
題
と
な
ろ
う
。

仮
に
、
こ
れ
ら
の
科
目
を
す
べ
て
開
講
す
る
と
し
た
場
合
に
は
、

科
目
を
担
当
で
き
る
教
員
を
確
保
す
る
こ
と
は
で
き
る
の
か
、
そ
の

こ
と
と
関
連
し
て
、
教
員
ス
タ
ッ
フ
の
専
門
に
よ
る
制
約
の
問
題
も

あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
員
は
非
常
に
狭
い
専
攻
領
域
の
専

門
家
で
あ
り
、
そ
う
い
う
人
た
ち
が
自
分
の
専
門
外
の
と
こ
ろ
ま
で

担
当
す
る
と
い
う
こ
と
が
本
当
に
で
き
る
の
か
と
い
う
問
題
も
あ

る
。■

大
学
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
養
成
の
大
学
院
の
状
況

次
に
実
際
に
開
設
さ
れ
て
い
る
大
学
院
の
状
況
を
み
て
み
る
。
こ

こ
で
取
り
上
げ
る
の
は
、桜
美
林
大
学
と
東
京
大
学
の
事
例
で
あ
る
。

こ
れ
ら
と
の
対
比
で
名
古
屋
大
学
大
学
院
の
教
育
内
容
に
つ
い
て
検

討
す
る
。
三
者
を
比
較
す
る
項
目
を
以
下
の
よ
う
に
設
定
し
た
。
①

大
学
院
設
置
の
趣
旨
、
②
募
集
人
員
・
対
象
者
、
③
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
目
的
・
目
標
・
内
容
、
特
徴
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
④
教
員
配
置
で

あ
る
。
こ
れ
ら
六
項
目
を
中
心
に
、
三
つ
の
大
学
院
の
教
育
内
容
を

表２：大学職員養成の大学院におけるカリキュラム案（大学行政管理学会）

《資料》『大学行政管理学会誌』No．４、pp．５３‐５４．

○コア科目（大学の理念、制度、全体的に関連する事柄についての領域）

大学論、大学制度論、大学の経営環境、大学の経営政策、大学と法、

大学の会計と財務

○専門科目

大学とアカウンタビリティ、大学の施設管理と環境、大学の組織マ

ネジメント、学習環境マネジメント、研究支援マネジメント、大学と

学生、学生カウンセリング、大学のマーケティング、大学と情報メデ

ィア、遠隔学習環境、グローバルキャンパス

○基礎領域科目

グローバルコミュニケーション、非営利組織の経済学、データサイ

エンス、意思決定論

○その他

インフォメーションリテラシー、インターンシップ、自己研究

－４０－



概
観
し
、
比
較
し
て
み
る
。

桜
美
林
大
学

大
学
院
の
場
合
（３）

①
大
学
院
設
置
の
趣
旨

同
大
学
院
で
は
、
大
学
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
養
成
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し

て
い
る
。
ま
ず
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
情
報
化
、
知
識
化
と
、
複
雑
化

し
高
度
化
す
る
社
会
の
中
で
、
知
識
の
創
造
と
普
及
の
場
と
し
て
の

大
学
の
役
割
が
増
大
し
て
い
る
一
方
で
、
少
子
高
齢
化
、
学
術
の
構

造
変
化
、
公
的
補
助
の
縮
減
、
国
際
的
競
争
な
ど
、
大
学
は
か
つ
て

な
い
競
争
的
な
環
境
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
大

学
は
、
こ
う
し
た
変
化
す
る
環
境
を
見
据
え
つ
つ
主
体
的
に
運
営
す

る
戦
略
的
な
経
営
体
へ
の
変
革
を
迫
ら
れ
て
お
り
、
複
雑
な
環
境
の

中
で
す
ぐ
れ
た
教
育
や
研
究
と
し
て
結
実
す
る
た
め
に
、
大
学
と
し

て
の
能
力
を
最
大
限
に
引
き
出
す
経
営
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
経
営
を
担
う
専
門
家
は
、
大
学
職
員
以
外
に
は
な
く
、
彼
ら
を
大

学
経
営
の
プ
ロ
と
し
て
の
大
学
職
員＝

大
学
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ

ー
の
養
成
を
行
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
従
来
、
日
本
の
大
学
で
は

教
育
研
究
に
重
き
を
お
く
あ
ま
り
、
大
学
経
営
の
専
門
家
を
育
成
す

る
こ
と
を
怠
っ
て
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
前
段
は
と
も
か
く
後
段

は
的
を
射
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

募
集
人
員
は
二
十
名
で
あ
る
。
初
年
度（
二
〇
〇
一
年
度
）は
入
学

者
が
二
十
九
名
で
あ
っ
た
が
、
以
後
、
入
学
者
は
や
や
減
少
し
て
い

る
。教

育
課
程
は
、
大
き
く
は
コ
ア
科
目
、
専
門
科
目
・
特
殊
研
究
科

目
、
専
攻
科
目（
コ
ア
・
専
門
・
特
殊
研
究
・
演
習
科
目
）、
自
由
選

択（
他
の
専
攻
・
専
修
よ
り
履
修
可
）、
研
究
指
導
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。研

究
指
導
を
受
け
る
教
員
の
承
認
の
も
と
に
、
修
士
論
文
に
代
え

て
研
究
成
果
報
告
を
選
択
す
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
場

合
は
、
授
業
科
目
三
十
二
単
位
を
修
得
し
、
か
つ
必
要
な
研
究
指
導

を
受
け
た
う
え
、
研
究
成
果
報
告
の
審
査
及
び
最
終
試
験
に
合
格
す

る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
所
定
の
課
程
を
修
了
し
た
学
生
に

対
し
て
は
、
修
士（
大
学
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
）学
位
を
授
与

し
て
い
る
。

教
員
は
講
義
担
当
教
員
学
内
教
員
だ
け
で
十
一
名
、
学
外
の
講
師

を
あ
わ
せ
る
と
十
六
名
を
配
置
し
て
い
る
。

同
大
学
院
の
特
徴
は
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
に
、教
育
課
程
が
大
学
行
政
管
理
学
会
の
教
育
課
程
案（
表
２
）

を
あ
る
程
度
反
映
さ
せ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
配

置
さ
れ
て
い
る
科
目
群
や
そ
の
中
の
科
目
は
、
比
較
的
類
似
し
て
い

る
。第

二
に
、
通
学
課
程
の
ほ
か
通
信
課
程
を
置
い
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
通
信
課
程
は
、
対
象
者
が
大
学
職
員
等
の
社
会
人
で
あ
り
、
通
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表３：桜美林大学大学院大学アドミニストレーション専攻・言語教育専攻の修了要件

〈注〉 修論を執筆する場合の修了要件。修論を執筆しない場合には、32単位の履修が必要。

表４：桜美林大学大学院大学アドミニストレーション専攻・言語教育専攻の開設授業科目

○コア科目（各２単位）

高等教育論、日米大学制度論、現代日本の大学改革論、現代アジアの

大学改革論、大学理念研究、欧州大学制度論、中等教育と高等教育の接

続

○専門科目（各２単位）

高等教育政策論、大学経営と政策、大学法制論、大学行政論、大学・

社会連携論、大学マーケティング戦略論、組織と人のマネジメント、大

学財政基礎研究、大学財政計画論、学校会計原理研究、学校法人財務分

析研究、学生リクルーティング研究、大学管理日米比較研究（管理・運

営）・（大学教員評価）、大学生涯化の特徴と理念、大学生涯学習化の立案

と実践、マルチメディアと大学、教学支援特論、大学カリキュラム分析

研究、大学カリキュラム開発研究、学生カウンセリング研究、第三者評

価と自己点検研究、通信・遠隔教育論、大学ｅラーニング戦略論、大学

職員論、高等教育システム論、研究方法論

○研究指導 ＩＡ・ＩＢ・�Ａ・�Ｂ（各１単位）

単位数

６単位

１４単位

６単位以上*

各１単位、計４単位

３０単位以上*

科目分野（大学アドミニストレーション）

コア科目

専門科目・特殊研究科目

専攻科目（コア・専門・特殊研究・演習科目）

をさらに履修

その他自由選択（他の専攻・専修より履修可）

研究指導 ＩＡ・ＩＢ・�Ａ・�Ｂ

合計単位数 合計単位数
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学
に
困
難
を
抱
え
る
人
が
多
い
た
め
、
受
講
者
に
は
あ
り
が
た
い
コ

ー
ス
と
い
え
よ
う
。
事
実
、
受
講
者
は
多
く
、
二
〇
〇
四
年
度
五
十

二
名
、
二
〇
〇
五
年
度
四
十
一
名
と
多
い
。

第
三
に
、
学
生
定
員
が
大
き
く
、
そ
れ
に
対
応
し
て
配
置
さ
れ
て

い
る
教
員
数
が
多
く
、
実
務
家
教
員
も
配
置
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
、

後
に
み
る
東
京
大
学
や
名
古
屋
大
学
と
比
べ
る
と
、
大
き
な
特
徴
と

な
っ
て
い
る
。

第
四
に
、
柔
軟
な
教
育
課
程
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
修

論
の
執
筆
は
必
修
と
は
さ
れ
て
い
な
い
。
研
究
成
果
報
告
で
代
替
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

東
京
大
学
大
学
院

教
育
学
研
究
科

大
学
経
営
・
政
策
コ
ー
ス
（４）

東
京
大
学
に
も
大
学
院
教
育
学
研

究
科
大
学
経
営
・
政
策
コ
ー
ス
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
コ
ー
ス

で
は
、
大
学
・
高
等
教
育
の
管
理

者
、
政
策
担
当
者
を
対
象
に
、
大
学
の
管
理
運
営
、
高
等
教
育
政
策

に
つ
い
て
理
論
的
・
実
践
的
な
教
育
を
行
う
こ
と
、
こ
の
新
し
い
分

野
の
研
究
者
、
将
来
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る（
東
京
大
学
）。
修
士
課
程
と
同
時
に
博
士
課
程
も
開
設
し
て
い

る
。修

士
課
程
で
は
、
基
本
的
な
理
論
と
と
も
に
、
実
際
の
大
学
の
事

例
を
と
り
あ
げ
た
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
に
参
加
し
、
そ
れ
を
中
心
に
修

士
論
文
を
書
く
こ
と
を
通
じ
て
、
広
い
視
野
と
実
践
的
な
判
断
力
を

も
つ
幹
部
事
務
職
員
、
行
政
職
員
を
養
成
す
る
と
し
て
い
る
。

受
け
入
れ
予
定
人
員
は
、
修
士
課
程
十
五
名
、
博
士
課
程
五
名
で

あ
る
。
同
コ
ー
ス
を
担
当
す
る
教
員
は
、
専
任
二
人
と
非
常
勤
講
師

三
人
の
計
五
人
で
構
成
し
て
い
る
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
関
し
て
は
、
基
礎
科
目
と
経
営
・
政
策
各
論
を

置
い
て
い
る
。
前
者
は
高
等
教
育
教
育
論
、
高
等
教
育
政
策
論
、
大

学
財
務
会
計
論
を
開
設
し
て
い
る
。
教
員
数
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
開
設
し
て
い
る
科
目
数
は
桜
美
林
大
学
の
内
容
に
比
べ
る

と
、
数
は
か
な
り
限
ら
れ
て
い
る
。

東
大
大
学
院
の
特
徴
は
、
第
一
に
、
大
学
院
設
立
の
当
初
か
ら
博

士
課
程
を
設
置
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
博
士
課
程
で
は
、
修
士
課

程
を
修
了
し
た
人
を
対
象
に
、
ま
た
、
幹
部
事
務
職
員
、
行
政
職
員

と
し
て
経
験
を
も
つ
人
を
対
象
に
、
国
際
的
な
規
模
で
指
導
的
な
役

割
を
果
た
し
得
る
幹
部
事
務
職
員
、行
政
官
を
養
成
す
る
と
と
も
に
、

こ
の
新
し
い
分
野
で
の
研
究
者
、
ま
た
教
育
訓
練
の
リ
ー
ダ
ー
に
な

る
よ
う
な
人
材
を
養
成
す
る
と
う
た
っ
て
い
る
。

第
二
に
、
限
ら
れ
た
科
目
の
中
で
も
、
海
外
調
査
の
実
施
な
ど
の

特
徴
の
あ
る
科
目（
比
較
大
学
経
営
論
）を
設
け
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
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■

名
古
屋
大
学
大
学
院
教
育
発
達
科
学
研
究
科
・

高
等
教
育
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
分
野
（５）

設
立
の
趣
旨
・
概
要

名
古
屋
大
学
大
学
院
教
育
発
達
科
学
研
究

科
は
、
二
〇
〇
〇
年
度
に
高
等
教
育
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
分
野
を
開
設
し
た
。
同
研
究
科
に
は
通
常
の
フ
ル
タ
イ
ム

の
学
生
を
対
象
と
す
る
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
コ
ー
ス
の
ほ
か
に
、
高
度
専

門
職
業
人
養
成
コ
ー
ス
と
い
う
コ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
後
者

は
「
生
涯
学
習
研
究
」、
「
心
理
開
発
研
究
」、
「
心
理
臨
床
研
究
」

の
三
コ
ー
ス
が
あ
り
、
高
等
教
育
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
分
野
は
こ
の
生
涯

学
習
研
究
コ
ー
ス
の
中
の
一
分
野
を
構
成
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、

同
分
野
の
ほ
か
に
、
生
涯
学
習
開
発
分
野
、
学
校
科
学
臨
床
分
野
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
科
学
分
野
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
社
会
人

大
学
院
と
い
う
系
統
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
。

設
立
の
趣
旨
は
、
複
雑
化
し
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
動
す
る
高
等
教

育
環
境
の
な
か
で
、
大
学
に
は
高
度
な
知
識
と
、
柔
軟
な
思
考
力
を

も
っ
た
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、
高
等
教
育
に
関

連
す
る
職
業
人
を
対
象
に
、
理
論
的
・
実
践
的
専
門
教
育
を
行
い
、

高
度
な
専
門
性
を
身
に
つ
け
た
高
等
教
育
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

を
養
成
す
る
こ
と
、
で
あ
る
。

募
集
人
員

入
学
者
選
抜

対
象
は
社
会
人
一
般
で
あ
る
が
、
と
く
に
高
等
教

育
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
か
か
わ
る
大
学
職
員
・
教

員
、
高
等
教
育
行
政
や
教
育
関
連
産
業
に
か
か
わ

る
人
な
ど
の
入
学
を
期
待
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
、
国
立
・
私
立

大
学
・
地
方
自
治
体
の
職
員
・
高
校
教
員
な
ど
の
社
会
人
が
在
学
し

て
い
る
。

募
集
人
員
は
各
分
野
若
干
名
で
あ
る
。
社
会
人
特
別
選
抜
に
よ
る

入
学
者
選
抜
を
実
施
し
て
お
り
、
三
年
以
上
の
職
業
経
験
ま
た
は
社

会
的
活
動
が
あ
れ
ば
、
受
験
で
き
る
。
学
科
試
験
と
し
て
は
外
国
語

を
課
し
て
い
る
が
、そ
れ
以
外
に
は
口
述
試
験
を
課
す
の
み
で
あ
る
。

入
学
試
験
は
九
月
下
旬
と
一
月
中
旬
の
二
回
行
っ
て
い
る
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

選
択
科
目
と
し
て
高
等
教
育
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

基
礎
・
応
用
に
か
か
わ
る
多
様
な
科
目
を
提
供

し
て
い
る
。
必
修
科
目
の
研
究
調
査
指
導（
Ⅰ
〜
Ⅲ
）で
は
指
導
教
員

に
よ
る
個
別
指
導
や
自
主
的
な
学
習
に
対
し
て
単
位
を
与
え
る
。
た

と
え
ば
、
二
〇
〇
六
年
度
の
開
講
科
目
は
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

授
業
は
基
本
的
に
夜
間
に
行
っ
て
い
る（
一
八
時
一
五
分
〜
二
一

時
三
〇
分
。
二
コ
マ
）。
夜
間
開
講
の
授
業
の
み
で
課
程
修
了
に
必

要
な
全
単
位
を
履
修
す
る
こ
と
が
で
き
る
け
れ
ど
も
、
夏
期
休
暇
中

な
ど
に
集
中
講
義
を
開
講
し
て
お
り
、
学
生
は
さ
ほ
ど
の
無
理
を
し

な
く
て
も
単
位
を
履
修
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
。
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二
年
間
以
上
在
学
し
、
所
定

の
授
業
科
目
を
履
修
し
て
三
十

単
位
以
上
を
取
得
し
、
か
つ
修

士
論
文
の
審
査
・
試
験
に
合
格

す
れ
ば
、
修
士（
教
育
）の
学
位

が
授
与
さ
れ
る
。

修
士
論
文
の
主
な
テ
ー
マ

は
、下
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

・
「
教
育
サ
ポ
ー
ト
の
た
め

の
Ｓ
Ｄ（
ス
タ
ッ
フ
・
デ

ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
）の

研
究
」

・
「
高
等
教
育
と
職
場
に
お

け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ト
ラ

ッ
キ
ン
グ
」

・
「
エ
ン
ロ
ー
ル
メ
ン
ト
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
か
ら
み
た

高
大
連
携
の
あ
り
方
に
関

す
る
研
究
」

・
「
大
学
評
価
に
関
す
る
研

究
」

表５：名古屋大学大学院高等教育マネジメント分野の開講科目

○必修科目（各２単位）

＊ 研究調査指導Ⅰ

＊ 研究調査指導Ⅱ

＊ 研究調査指導Ⅲ

○選択科目（各２単位、高等教育マネジメント分野開講科目のみ）※

＊ 高等教育マネジメント講義

＊ 高等教育基礎論Ⅰ－大学と学問の歴史－

＊ 高等教育基礎論Ⅱ

－大学における技術・知的財産移転のマネジメント－

＊ 高等教育基礎論Ⅲ

－中国における高等教育政策マネジメント－

＊ 高等教育政策論

＊ 高等教育経営論－大学組織論－

＊ 高等教育経営論－キャリア教育－

＊ 高等教育内容論－学士課程教育論－

＊ 高等教育内容論－授業設計－

＊ 高等教育内容論－学習支援・ＦＤ－

＊ 高等教育財政論－大学経営と財務－

＊ 比較高等教育論Ⅰ－イスラーム高等教育論－

＊ 比較高等教育論Ⅱ

＊ 高等教育マネジメント講義

＊ 高等教育マネジメント－フィールドスタディ－

※ 課程修了のためには他の分野の授業科目も２単位以上取得すること

が必要。

※ 他の専攻・研究科、学部（学士課程）の授業科目も一定範囲内で課程

修了に必要単位として認定される。
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教
員
の
配
置

高
等
教
育
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
分
野
を
担
当
す
る
教
員

は
十
一
名
で
あ
る（
専
任
の
み
）。
教
育
発
達
科
学

研
究
科
の
相
関
教
育
科
学
講
座（
教
育
哲
学
、
教
育
社
会
学
、
比
較

教
育
学
、
教
育
経
済
学
）に
所
属
す
る
教
員
八
名
の
ほ
か
、
高
等
教

育
研
究
セ
ン
タ
ー
に
所
属
す
る
教
員（
同
研
究
科
の
高
等
教
育
学
講

座
の
協
力
教
員
を
兼
ね
る
）三
名
で
あ
る
。

大
学
院
博
士
課
程
後
期
課
程

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス

修
士
学
位
を
取
得
し
た
後
の
課
程

と
し
て
、
大
学
院
博
士
課
程
後
期

課
程
を
設
置
し
て
い
る
。
こ
れ
は

二
〇
〇
六
年
度
に
開
設
し
た
も
の
で
、
初
年
度
の
入
学
者
は
三
名
で

あ
る
。
二
名
は
高
等
教
育
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
分
野
の
修
士
課
程
の
修
了

者
で
あ
る
。

主
と
し
て
研
究
・
教
育
機
関
、
企
業
等
で
の
実
践
・
実
務
経
験
を

も
つ
社
会
人
、
ま
た
将
来
、
応
用
的
な
研
究
遂
行
能
力
を
要
す
る
高

度
な
専
門
家
を
め
ざ
す
学
生（
社
会
経
験
を
持
つ
も
の
に
限
る
）を
対

象
と
し
て
い
る
。
教
育
学
、
教
育
科
学
に
関
す
る
基
礎
理
論
を
ベ
ー

ス
に
し
な
が
ら
、
実
践
的
・
実
務
的
視
点
を
重
視
し
た
高
度
で
応
用

的
な
研
究
遂
行
能
力
を
有
す
る
専
門
家
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。本
コ
ー
ス
の
修
了
者
に
は
博
士（
教
育
）の
学
位
を
授
与
す
る
。

教
育
課
程
は
、
十
八
単
位
以
上
を
履
修
す
る
こ
と
を
条
件
に
し
て

お
り
、
リ
サ
ー
チ
ス
キ
ル
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
教
育
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
研
究
持
論
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
を
必
修
科
目
と
し
て
、
若
干
の
科
目
を

置
い
て
い
る
。

名
大
大
学
院

高
等
教
育
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
分
野

の
特
徴

名
古
屋
大
学
の
高
等
教
育
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
分
野
の
特
徴
は
、
第

一
に
、
桜
美
林
大
学
や
東
京
大

学
と
比
較
す
る
と
、
募
集
人
員

が
若
干
名
と
学
生
定
員
が
小
さ
い
こ
と
で
あ
る
。
募
集
定
員
が
少
な

い
こ
と
は
、
学
生
同
士
の
活
発
な
議
論
や
活
動
を
行
う
う
え
で
や
や

支
障
と
な
る
面
も
否
定
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
反
面
個
々
の
学
生
に

丁
寧
な
指
導
を
行
え
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
多
少
の
例
外
は

あ
っ
て
も
、
ほ
と
ん
ど
の
授
業
は
数
人
程
度
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

学
生
は
授
業
で
の
発
表
の
頻
度
が
高
く
な
り
苦
労
す
る
面
は
あ
る

が
、
説
明
を
丁
寧
に
行
っ
た
り
、
議
論
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
て
、

教
員
側
か
ら
見
れ
ば
密
度
の
濃
い
授
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ

の
こ
と
は
、
一
つ
の
授
業
あ
た
り
の
コ
ス
ト
が
高
い
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
そ
の
よ
う
な
教
育
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
は
、
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
の
一
つ
と
い
え
よ
う
。

第
二
に
、
表
に
示
す
よ
う
に
、
多
様
な
科
目
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。

「
高
等
教
育
基
礎
論
」「
高
等
教
育
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
義
」「
高
等
教

育
政
策
論
」「
比
較
高
等
教
育
論
」
等
の
主
と
し
て
高
等
教
育
に
関

す
る
基
礎
的
な
知
識
を
教
授
す
る
科
目
の
ほ
か
に
、
「
高
等
教
育
経
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営
論
」「
高
等
教
育
財
政
論
」「
高
等
教
育
内
容
論
」
な
ど
の
実
践
的

な
知
識
を
教
授
す
る
科
目
も
置
か
れ
て
い
る
。
後
者
の
う
ち
、
「
高

等
教
育
経
営
論
」
で
は
大
学
組
織
論
、
高
等
教
育
経
営
論
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
、
「
高
等
教
育
内
容
論
」
で
は
学
士
課
程
教
育
論
、
授
業
設

計
論
、
学
習
支
援
・
Ｆ
Ｄ
等
の
大
学
職
員
と
し
て
日
々
の
職
務
を
遂

行
す
る
上
で
理
解
し
て
お
く
べ
き
内
容
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。
「
高

等
教
育
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
で
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
ー
を
行
っ
て

い
る
。
こ
の
科
目
で
は
、
夏
期
休
暇
期
間
中
に
、
海
外
の
大
学
を
対

象
に
大
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
情
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
、
毎
年
一
回
、
希
望
者
を
対
象
に
ア
ジ
ア
の
国
々
に
出
か

け
て
お
り
、
各
国
内
の
数
校
の
大
学
で
、
執
行
部
、
教
員
、
事
務
職

員
ら
に
聞
き
取
り
調
査
を
し
て
い
る
。
受
講
者
に
は
帰
国
後
に
レ
ポ

ー
ト
を
課
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
科
目
の
ほ
か
に
、
指
導
教
員
に
よ
る
研
究
調
査
指
導
を

行
っ
て
い
る
。
指
導
の
方
法
・
形
態
等
は
指
導
教
員
に
よ
っ
て
異
な

る
が
、
一
般
に
コ
ー
ス
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
習
得
し
た
知
識
と
あ
わ
せ

て
、
教
員
や
研
究
室
に
所
属
す
る
同
僚
学
生
と
の
討
論
を
通
じ
て
、

学
生
の
問
題
関
心
や
職
場
で
抱
え
て
い
る
課
題
を
明
確
に
す
る
。
そ

れ
を
ベ
ー
ス
に
研
究
テ
ー
マ
を
絞
り
込
ん
だ
り
論
文
の
書
き
方
を
学

ん
だ
り
し
つ
つ
修
士
論
文
を
執
筆
す
る
。

第
三
に
、
学
生
間
で
連
帯
感
が
育
ち
、
相
互
に
協
力
し
あ
う
関
係

が
構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。社
会
人
学
生
で
あ
る
た
め
、日
々

の
仕
事
に
追
わ
れ
な
が
ら
の
通
学
で
あ
り
、
苦
労
は
絶
え
な
い
。
近

年
大
学
構
内
に
地
下
鉄
の
駅
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
交
通
の
便
が
大
幅

に
改
善
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
全
体
か
ら
見
れ
ば
公
共
交
通
網
が

必
ず
し
も
整
備
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
名
古
屋
で
、
多
く
の

人
は
長
時
間
の
通
学
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
中
に
は
、
高
速
道
路
を

長
時
間
運
転
し
て
通
学
し
て
い
る
人
、
新
幹
線
を
利
用
し
て
い
る
人

な
ど
も
い
る
。
通
学
す
る
だ
け
で
も
苦
労
は
多
い
が
、
そ
の
う
え
に

各
授
業
で
は
課
題
が
課
せ
ら
れ
る
た
め
、
ど
の
学
生
も
多
く
の
困
難

を
抱
え
な
が
ら
の
勉
学
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
、

学
生
同
士
で
励
ま
し
合
っ
た
り
協
力
し
合
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、
勉

学
を
続
け
る
上
で
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
学
生
間
で
は
そ
の
体
制
が

で
き
て
い
る
。
学
生
同
士
で
、
授
業
の
履
修
科
目
の
選
択
や
勉
学
の

進
捗
状
況
、
さ
ら
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
の
状
況
や
改
革
等
に
つ
い

て
の
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
る
。
時
々
開
催
さ
れ
る
懇
親
会
も
、
学

生
間
の
交
流
を
促
進
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
先
輩
学
生
が
主
導
し
て

い
る
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
学
び
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
形
成
さ
れ

て
い
る
。
こ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
や
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
学

生
が
日
々
の
大
学
で
の
職
務
遂
行
に
も
な
ん
ら
か
の
形
で
役
立
つ
も

の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
教
員
の
側
か
ら
見
て
も
、
好
ま
し
い

こ
と
で
あ
る
。
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し
か
し
、
同
時
に
課
題
も
あ
る
。
第
一
に
、
高
等
教
育
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
分
野
は
、
高
度
な
専
門
性
を
身
に
つ
け
た
高
等
教
育
の
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
が
、「
高
等

教
育
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
」
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
人
々

を
さ
す
の
か
、
そ
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
が
必
ず
し
も
明
確
に
な
っ
て
い

る
と
は
い
い
が
た
い
。
ま
ず
想
起
さ
れ
る
の
は
大
学
職
員
で
あ
ろ
う

が
、
そ
の
場
合
で
も
管
理
職
な
の
か
一
般
職
員
な
の
か
、
管
理
職
に

つ
い
て
も
ど
の
レ
ベ
ル
の
管
理
職
な
の
か
が
明
確
に
な
っ
て
い
な

い
。
入
学
希
望
者
が
ど
の
程
度
い
る
の
か
、
そ
の
希
望
者
の
う
ち
実

際
に
入
学
す
る
の
は
ど
の
く
ら
い
か
な
ど
の
市
場
調
査
を
行
っ
て
い

な
い
た
め
に
、
対
象
者
を
絞
り
に
く
い
と
い
う
事
情
は
あ
る
。
し
か

し
、
対
象
者
を
明
確
に
し
て
、
そ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
「
高
度
な
専
門
性
」
を
獲
得
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
。

第
二
に
、
そ
の
こ
と
と
も
関
連
し
て
、
大
学
職
員
の
職
務
の
多
様

性
へ
の
配
慮
も
検
討
課
題
と
い
え
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
大
学
の
業

務
は
総
務
、
財
務
、
教
務
、
人
事
、
就
職
、
国
際
関
係
等
の
き
わ
め

て
多
様
で
あ
る
。
「
高
等
教
育
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
」
と
い
う

以
上
、
こ
れ
ら
の
業
務
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
専
門
的
な
知
識
・

ス
キ
ル
を
有
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
そ
れ

を
大
学
院
で
提
供
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
名
古
屋
大
学
の
場

合
に
は
、
担
当
教
員
の
人
数
が
桜
美
林
大
学
と
比
較
し
て
少
な
い
こ

と
、
と
く
に
実
践
的
な
教
育
を
行
う
う
え
で
重
要
な
役
割
を
担
う
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
実
務
家
教
員
を
配
置
し
て
い
な
い
こ
と
、
そ
の
た

め
開
講
科
目
の
種
類
も
限
ら
れ
る
こ
と
な
ど
の
事
情
が
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
多
く
の
業
務
に
共
通
し
て
求
め
ら
れ
る
コ
ア

知
識
や
ス
キ
ル
を
教
授
す
る
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
そ
の

た
め
に
は
ま
ず
そ
れ
を
明
確
に
抽
出
・
確
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
学

生
の
ニ
ー
ズ
を
も
把
握
し
つ
つ
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
編
成
す
る
こ
と

に
な
る
。

さ
ら
に
そ
の
よ
う
に
し
て
編
成
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
、
常
に
見

直
す
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
近
年
の
大
学
を
め
ぐ
る
状
況
の
変
化
は

急
速
で
あ
り
、
い
っ
た
ん
編
成
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
、
大
学
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
現
場
で
有
効
性
を
発
揮
し
得
る
の
か
、
学
生
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
で
き
て
い
る
の
か
等
を
つ
ね
に
点
検
す
る
こ
と
、
そ
の
点
検

の
結
果
に
基
づ
い
て
、
必
要
が
あ
れ
ば
迅
速
に
改
訂
を
進
め
る
こ
と

が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

第
三
に
、
入
学
者
選
抜
の
問
題
も
あ
る
。
本
人
の
能
力
や
勉
学
意

欲
だ
け
で
入
学
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
で

あ
る
。
例
え
ば
、
勤
務
条
件
と
か
通
学
条
件
等
を
加
味
し
て
、
入
学

を
不
許
可
と
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
の
か
ど
う
か
で
あ
る
。
そ
れ
は

本
人
の
問
題
で
あ
り
、
本
人
が
受
験
し
て
い
る
以
上
、
選
抜
の
基
準

に
含
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
意
見
も
あ
る
。
し
か
し
、
学
生
と
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の
議
論
を
し
て
み
る
と
、
職
場
環
境
や
通
学
の
条
件
は
本
人
の
想
像

す
る
以
上
に
厳
し
い
こ
と
が
大
学
院
入
学
後
に
判
明
す
る
場
合
も
あ

る
。
大
学
院
の
側
で
そ
の
こ
と
が
経
験
上
予
測
さ
れ
る
場
合
に
は
、

不
合
格
に
す
る
こ
と
が
本
人
の
た
め
に
も
必
要
で
は
な
い
か
と
い
う

意
見
も
あ
る
。

■

ま
と
め

現
在
、
ど
の
大
学
も
厳
し
い
経
営
環
境
に
置
か
れ
て
お
り
、
そ
れ

だ
け
に
大
学
経
営
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
厳
し

い
環
境
を
直
視
し
て
、
自
ら
の
置
か
れ
て
い
る
現
状
や
問
題
点
・
改

善
点
を
正
確
に
分
析
す
る
こ
と
、
そ
の
分
析
を
も
と
に
よ
り
適
切
な

解
決
策
を
見
い
だ
し
て
そ
の
実
現
に
向
け
て
資
源
を
投
入
す
る
こ
と

な
ど
を
、
い
か
に
的
確
に
進
め
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
同
時
に
、

そ
れ
を
担
い
得
る
人
材
を
学
内
で
育
成
す
る
の
か
、
必
要
に
応
じ
て

学
外
か
ら
い
か
に
確
保
す
る
の
か
も
、
重
要
な
検
討
課
題
に
な
っ
て

い
る
。

一
方
、
大
学
と
い
う
職
場
に
魅
力
を
感
じ
、
大
学
の
教
育
や
経
営

の
改
善
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
事
務
職
員
は
多
い
。
そ
の
た
め
に
、

自
ら
の
能
力
を
高
め
る
こ
と
に
も
熱
心
で
あ
り
、
学
内
外
の
さ
ま
ざ

ま
な
研
修
に
積
極
的
に
参
加
す
る
ほ
か
、
自
己
研
鑽
を
し
て
い
る
事

務
職
員
も
少
な
く
な
い
。
こ
の
よ
う
な
能
力
開
発
の
た
め
の
研
修
に

対
す
る
ニ
ー
ズ
は
、
今
後
と
も
拡
大
し
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。
そ
う

で
あ
る
な
ら
ば
、
大
学
側
も
そ
れ
に
積
極
的
に
応
え
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
ろ
う
。

問
題
は
、
そ
れ
に
ど
う
や
っ
て
応
え
て
い
く
か
で
あ
る
。
大
学
院

で
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
養
成
コ
ー
ス
を
立
ち
上
げ
る
の
も
一
つ

の
方
法
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
本
論
で
取
り
上
げ
た
よ
う
に
、
そ
れ

に
は
い
く
つ
か
の
検
討
す
べ
き
課
題
が
あ
る
。

理
念
・
理
想
を
高
く
掲
げ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
重
要
で
は
あ
る

が
、
掲
げ
る
以
上
そ
の
実
現
に
努
め
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
を

部
分
的
・
段
階
的
で
あ
れ
実
現
す
る
こ
と
も
当
然
の
責
務
と
し
て
求

め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
大
学
院
の
も
つ
人
的
・
物
的
リ
ソ
ー
ス
は
限

定
さ
れ
て
い
る
。
修
士
課
程
の
二
年
間
だ
け
で
、
し
か
も
多
忙
な
業

務
を
抱
え
て
の
中
で
の
勉
学
で
獲
得
で
き
る
知
識
の
量
は
、
限
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
上
の
制
約
か
ら
も
、
大
学
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
た
め
の
実
際
的
な
能
力
が
飛
躍
的
に
形
成
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
は
考
え
に
く
い
。
そ
れ
を
目
指
し
て
い
る
と
は
言
っ
て
も
、
や
は

り
制
約
は
大
き
い
。
そ
の
制
約
の
中
で
、
大
学
院
教
育
が
実
現
で
き

る
こ
と
に
は
お
の
ず
と
限
界
が
あ
る（
個
々
の
大
学
院
の
事
情
に
よ

っ
て
そ
の
範
囲
は
異
な
る
が
）。
と
す
れ
ば
、
各
大
学
院
が
実
現
で

き
る
こ
と
と
で
き
な
い
こ
と
を
見
極
め
て
、
そ
れ
を
社
会
に
対
し
て

－４９－



明
示
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

そ
の
点
に
関
連
し
て
言
え
ば
、
名
古
屋
大
学
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
分

野
で
実
現
で
き
る
の
は
、
ひ
と
こ
と
で
い
え
ば
、
物
事
を
幅
広
い
視

野
か
ら
捉
え
る
能
力
を
養
成
す
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
能
力
と
は
、
た
と
え
ば
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
今
日
の
社

会
の
中
で
大
学
が
置
か
れ
て
い
る
位
置
、期
待
さ
れ
る
使
命
・
役
割
、

今
後
ど
の
よ
う
な
方
向
が
期
待
さ
れ
、
ま
た
可
能
性
が
あ
る
の
か
、

そ
の
可
能
性
の
実
現
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
り
得
る
の

か
、
そ
れ
ら
を
地
域
や
国
レ
ベ
ル
、
さ
ら
に
世
界
レ
ベ
ル
で
多
様
な

政
策
や
人
々
の
地
道
な
活
動
と
も
関
連
づ
け
て
考
え
る
こ
と
な
ど
で

あ
る
。
い
わ
ば
ご
く
基
礎
的
な
も
の
の
見
方
、
考
え
方
で
あ
る
。
そ

の
程
度
の
こ
と
し
か
で
き
な
い
の
か
、
と
み
る
向
き
も
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
そ
れ
を
実
現
す
る
こ
と
さ
え
も
決
し
て
容
易
な
こ
と
で
は
な

い
。
こ
れ
ら
の
能
力
を
確
実
に
形
成
す
る
こ
と
、
し
か
も
よ
り
高
い

レ
ベ
ル
で
実
現
す
る
こ
と
を
、
ま
ず
は
着
実
に
行
う
こ
と
を
重
視
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

大
学
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
養
成
大
学
院
は
、
最
近
い
く
つ
か

の
大
学
で
も
設
置
の
動
き
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
ま
だ
歴
史
は
浅

く
、
そ
の
存
在
も
大
学
人
の
間
で
十
分
に
認
知
さ
れ
て
い
る
と
は
い

え
な
い
。
ま
だ
し
ば
ら
く
は
試
行
錯
誤
は
不
可
避
で
あ
ろ
う
。
多
く

の
場
で
、
大
学
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
養
成
の
あ
り
方
、
大
学
職

員
の
方
々
を
対
象
に
す
る
よ
う
な
大
学
院
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
活

発
な
議
論
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

〈
注
〉

�
筑
波
大
学
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら
、
大
学
職
員
の
能
力
開
発
、

と
く
に
そ
の
た
め
の
意
欲
を
刺
激
す
る
た
め
と
し
て
、
「
大
学
経

営
人
材
養
成
の
た
め
の
短
期
集
中
公
開
研
究
会
」
を
定
期
的
に
開

催
し
て
い
る（
山
本

二
〇
〇
六
年
、
一
九
〜
二
三
頁
）。
ま
た
、

広
島
大
学
で
も
大
学
職
員
等
を
対
象
と
す
る
公
開
講
座
を
開
催
し

て
い
る（
大
場
二
〇
〇
三
年
、
八
五
〜
八
六
頁
）。

�
大
学
行
政
管
理
学
会
の
提
案
に
つ
い
て
は
、
同
学
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
よ
っ
た
。

http
://w
w
w
.ne.jp./asahi/juam

/office/2004jigyokeikaku.htm
l

2006.10.12

�
桜
美
林
大
学
大
学
院
国
際
学
研
究
科
大
学
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
専
攻（
修
士
課
程
）に
関
す
る
情
報
は
主
に
下
記
に
よ
っ
た
。

http
://w

w
w
.obirin.ac.jp/graduateschool/300/312-2.htm

l

2006.10.12
�
東
京
大
学
大
学
院
に
関
す
る
情
報
は
主
に
下
記
に
よ
っ
た
。

http
://w
w
w
.p.u-tokyo.ac.jp/gs/c8/index.htm

l2006.10.12

�
名
古
屋
大
学
大
学
院
に
関
す
る
情
報
は
主
に
下
記
に
よ
っ
た
。
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名
古
屋
大
学
大
学
院
教
育
発
達
科
学
研
究
科
『
大
学
院
紹
介
』、

『
学
修
案
内
二
〇
〇
六－

二
〇
〇
七
』、
阿
曽
沼
、
二
〇
〇
三
年
。

〈
参
考
文
献
〉

芦
沢
真
五
他（
大
学
行
政
管
理
専
門
職
養
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
）二
〇
〇
〇
年
、
「
大
学
行
政

管
理
専
門
職
養
成
修

士
課
程
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
展
望
に
つ
い
て
」『
大
学
行
政
管
理
学
会

誌
』
�
４
、
五
三
〜
五
四
頁
。

阿
曽
沼
明
裕

二
〇
〇
三
年
、
「
名
古
屋
大
学－

高
等
教
育
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
分
野
」『
大
学
職
員
研
究
序
説
』（
広
島
大
学
高
等
教
育
研
究

開
発
セ
ン
タ
ー
）

大
学
行
政
管
理
学
会

二
〇
〇
一
年
、
「
大
学
職
員
」
研
究
グ
ル
ー

プ
、
大
学
職
員
の
現
状
意
識
実
態
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト（http

://w
w
w
.

ne.jp/asahi/juam
/office/org/3D

A
IG
A
K
U
SH
O
K
U
IN
_kenkyu.htm

2006.10.12

）

福
島
一
政

二
〇
〇
六
年
、
「
実
践
的
経
験
値
か
ら
理
論
化
、
手
法

化
」『
カ
レ
ッ
ジ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』
一
三
七
号
。

文
部
科
学
省

二
〇
〇
六
年
、
『
文
部
科
学
統
計
要
覧

平
成
十
八

年
度
版
』

大
場
淳

二
〇
〇
三
年
「
広
島
大
学
高
等
教
育
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

の
大
学
職
員
養
成
活
動
」『
大
学
職
員
研
究
序
説
』（
広
島
大
学
高
等

教
育
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
）

清
水
郁
子

二
〇
〇
六
年
、
「
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
目
指
し
た
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
事
業
」『
カ
レ
ッ
ジ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』
一
三
七
号
。

山
本
眞
一

二
〇
〇
六
年
、
『
大
学
事
務
職
員
の
た
め
の
高
等
教
育

シ
ス
テ
ム
論
』、
文
葉
社
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